
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

【請求項２】

【請求項３】

【発明の詳細な説明】
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医療用ワゴンの側面横方向に着脱自在に固定されたハンガーフレームと、
　この処置具ハンガーフレームに対して着脱自在に垂直方向に取り付けた処置具ハンガー
支柱と、
　この処置具ハンガー支柱の上部を横方向に延出した取り付け部と、
　前記処置具ハンガー支柱の取り付け部に断面形状を凹形状に形成して、この処置具ハン
ガー支柱の取り付け部に対し着脱自在に保持される、処置具を掛けるための複数の処置具
保持用フック部を有する処置具保持部と、
　を備えたことを特徴とする処置具保持具。

　前記ハンガーフレームは、コの字形状をし、かつコの字の中央部を略直角に折り曲げた
フック部とした袋固定針金の両端を着脱自在に保持し、この袋固定針金は前記医療用ワゴ
ンの側面に対し平行に、かつ上方に延びるように設け、前記フック部を前記医療用ワゴン
のトップテーブルに対し押圧された状態で設けることを特徴とする請求項１に記載の処置
具保持具。

　前記ハンガーフレームは、一対の袋固定部を折り畳み自在に軸支していることを特徴と
する請求項２に記載の処置具保持具。



【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡検査などに用いられる処置具を保持する処置具保持 関する。　　
【背景技術】
【０００２】
　従来、内視鏡検査において、その検査に必要な器具や薬品を格納するための医療用ワゴ
ンが広く利用されている。医療用ワゴンの多くは、上部に通常の検査中の作業領域として
利用できるスペースが設けられている。しかし、内視鏡検査では頻繁に使用する器具や薬
品が多いため、器具や薬品の設置スペースが作業領域の多くを占めていた。さらに、内視
鏡的処置時など多くの器具を使用し広いスペースを必要とする場合に十分な作業領域を得
ることは難しかった。また、単純に作業領域を広げた場合、不要時には余剰スペースとな
り内視鏡室のスペース効率を低下させる原因となっていた。そのため、内視鏡検査室の限
られたスペースを有効活用するために、着脱式、引き出し式、回転式、及び折りたたみ式
の作業台が設けられた医療用ワゴンが提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　また、前記内視鏡検査などに用いられる処置具を保持する装置としては、例えば特許文
献２及び３に示されるものが提案されている。
【特許文献１】特開平 10-108825号公報
【特許文献２】特開平  5-6463号公報
【特許文献３】特開平 11-290341号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、前記特許文献２及び３に示されているような従来の処置具保持装置では
、処置具保持装置全体を本体側から外して洗浄、消毒をすることができなかった。
【０００５】
　本発明は、これらの事情に鑑みてなされたもので、

処
置具保持具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記目的を達成するため本発明の一態様による処置具保持具は、

【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、

【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、図面を参照して本発明の実施例を説明する。
【実施例１】
【００１１】
　本実施例に係わる医療用ワゴンは、必要なときに、ワゴンの向きに対し複数方向に選択
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具に

処置具ハンガー支柱の取り付け部に
対し脱着を簡易に、しかも医療用ワゴンの上面側に複数の処置具を掛けることができる

医療用ワゴンの側面横
方向に着脱自在に固定されたハンガーフレームと、
　このハンガーフレームに対して着脱自在に垂直方向に取り付けた処置具ハンガー支柱と
、
　この処置具ハンガー支柱の上部を横方向に延出した取り付け部と、
　前記処置具ハンガー支柱の取り付け部に断面形状を凹形状に形成して、この処置具ハン
ガー支柱の取り付け部に対し着脱自在に保持される、処置具を掛けるための複数の処置具
保持用フック部を有する処置具保持部と、
　を備えている。

処置具ハンガー支柱の取り付け部に対し脱着を簡易に、しかも医療用
ワゴンの上面側に複数の処置具を掛けることができる効果を有する。



的に引き出して使用することができ、使わないときはワゴン内に収納できる補助テーブル
を備えたワゴンである。
【００１２】
　以下、そのワゴンの構成例を説明する。
【００１３】
　図１は、ワゴン本体の外観斜視図である。図１に示すように、本実施例に係るワゴン１
は、作業台として使用されるトップテーブル２と、内視鏡検査中に使用される器具や薬品
等を収納する複数の引き出し３と、ナース等の作業領域を拡張するための補助テーブル４
とを含んで構成されている。補助作業台としての補助テーブル４は、矢印で示す方向に引
き出す又は押し入れることができる。
【００１４】
　ワゴン１は、略直方体をしており、各引き出し３は一方向に引き出すことが可能となっ
ている。トップテーブル２は、ワゴン１の上面に設けられており、ナース等に作業領域を
提供する。引き出し３と、トップテーブル２の間には、スペース１ａが設けられている。
さらに、ワゴン１の底部には、ワゴン１を容易に移動可能とするための複数のキャスタ１
ｃが取り付けられている。
【００１５】
　図２は、補助テーブル４周辺の構成を説明するための分解組立図である。図２に示すよ
うに補助テーブル４は、テーブルベース５、サイドガード６及び取っ手７により構成され
ている。補助テーブル４は、ワゴン１からみて複数方向に（ここでは２方向にすなわちワ
ゴンの両側に、具体的には、ワゴンに向かって前後又は左右に）直線的に引き出し可能と
なっている。テーブルベース５は長方形の板材であり、そのテーブルベース５の互いに平
行な２つの側面にそれぞれサイドガード６が、図示しない締結方法により固定されて取り
付けられている。そのテーブルベース５の互いに平行な２つの側面であって、サイドガー
ド６が取り付けられていない２つの側面にそれぞれ取っ手７が、図示しない締結方法によ
り固定されている。
【００１６】
　テーブルベース５底面には、補助テーブル４を引き出す方向（図１の矢印方向）にそっ
て、断面形状がＴ字型の溝８が形成されている。その溝８にはストッパー９が、溝８内に
おいて移動可能で、かつ抜け出さないように内挿されている。なお、本実施の形態ではテ
ーブルベース５底面の溝８にストッパー９が入っているが、テーブルベース５の側面もし
くは上面の図示しない溝や図示しない別途設けられた特別部材の溝に、ストッパー９を設
けるようにしても良い。
【００１７】
　ワゴンフレーム１０上面には、補助テーブル４と接触し、補助テーブル４がその上で滑
るように移動可能とするための摺動部材１１が図示しない固定方法により固定されている
。この摺動部材１１上で補助テーブル４が滑ることによって、ワゴンフレーム１０上にお
いて、ナース等のユーザは、補助テーブル４の引き出し及び押し込みを容易にすることが
できる。
【００１８】
　また、補助テーブル４の上には補助テーブルガイド１２が被さっており、ネジ等の締結
部品１３によりワゴンフレーム１０上面に固定されている。補助テーブルガイド１２は、
断面形状がコの字状の段部を有する板状材である。段部は、補助テーブル４が収まるサイ
ズを有し、後述するように、補助テーブル４が、補助テーブルガイド１２の段部内で、補
助テーブル４を引き出す方向（図１の矢印方向）にそって、移動可能となるように、補助
テーブルガイド１２は、ワゴンフレーム１０上面に固定されている。
【００１９】
　さらに、トップテーブル２が、ワゴンフレーム１０に対し図示しない締結方法により固
定されている。
【００２０】
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　ワゴンフレーム１０には、補助テーブル４の溝８に対向する位置に長孔である溝１５を
設けられている。ノブ１４は、ワゴンフレーム１０上面の溝１５を通して、ストッパー９
に締結固定されている。
【００２１】
　次に、補助テーブル４がナース等のユーザによって上述したワゴン１が利用されるとき
の、ワゴン１の補助テーブル４の動きを図３を用いて説明する。
【００２２】
　図３は、図１のＩＩＩ－ＩＩＩ’における断面図を示す。図３は、補助テーブル４のス
ライド動作および落下防止機構の説明をするための図である。図３（ａ）は、補助テーブ
ル４が医療用ワゴン１内に収納された状態を示す断面図である。図３（ｂ）は、補助テー
ブル４が医療用ワゴン１から突出した状態を示す断面図である。
【００２３】
　図３（ａ）に示すように、補助テーブル４が医療用ワゴン１内に収納されているときは
、補助テーブル４は、トップテーブル２の下に隠れるようになっている。これは、補助テ
ーブル４の引き出し方向（図１の矢印方向）において、補助テーブル４の長さは、トップ
テーブル２の長さと同じかそれよりも短いからである。このとき、ストッパー９は、溝８
内のいずれかの位置にある。
【００２４】
　ユーザは、ワゴンフレーム１０上の摺動部材１１とサイドガード６によって、補助テー
ブル４を補助テーブルガイド１２に沿ってスライドさせることができる。ユーザが補助テ
ーブル４をスライドさせても、テーブルベース５側面に取っ手７が固定されているため、
ストッパー９はテーブルベース５底面の溝８から抜け落ちて外れないようになっている。
【００２５】
　ユーザが、補助テーブル４を引き出し方向（図１の矢印方向）に引き出していくと、最
後に図３（ｂ）に示すようにストッパー９が取っ手７に当接、またはノブ１４が溝１５内
でワゴンフレーム１０に当接することによって、ユーザはそれ以上補助テーブル４を引き
出すことが出来ない。すなわち、補助テーブル４を引き出していくと、ストッパー９が、
引き出した方向とは反対側の取っ手７又はワゴンフレーム１０に当接することによって、
ユーザはそれ以上補助テーブル４を引き出すことが出来ない。反対側に補助テーブル４を
引き出した場合も、同様に、ストッパー９が、引き出した方向とは反対側の取っ手７又は
ワゴンフレーム１０に当接接することによって、ユーザはそれ以上補助テーブル４を引き
出すことが出来ない。なお、ノブ１４をストッパー９から外せば、補助テーブル４が医療
用ワゴン１から引き出して取り外すことができる。
【００２６】
　また、補助テーブル４は、図示しない固定方法によって、引き出した状態で及び収納状
態で固定することができる。補助テーブル４を引き出した状態で固定することによって、
補助テーブル４が摺動、もしくは回動してしまうことにより補助テーブル４に載っている
物が落下することを防ぐことが出来る。また、補助テーブル４を収納状態で固定できるよ
うにすることによって、ワゴン１移動時に補助テーブル４がワゴン１より突出してしまう
ことを防ぐことが出来る。
【００２７】
　ナース等が医療用ワゴン１上の作業領域では足りなくなった場合、トップテーブル２下
に設置された補助テーブル４を使い易い方向に引き出すことによって、補助テーブル４上
の領域も作業領域として使用できる。そして、不要時にはトップテーブル２下に収納する
ことができる。
【００２８】
　また、補助テーブル４のストッパー９を移動可能となっているので、補助テーブル４を
より大きく引き出すことができる。
【００２９】
　なお、引き出した補助テーブル４を回転可能にするようにしてもよい。図４は、補助テ
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ーブルガイド１２の端部を短くすることで、補助テーブル４を引き出した状態で回転させ
ることができるようにしたことを説明するための平面図である。図４に示すように、補助
テーブルガイド１２のコの字上の側壁部（補助テーブル４のテーブルベース５の主面に垂
直方向の壁面部）の一部を取り除くことによって、ノブ１４が溝１５内でワゴンフレーム
１０に当接した状態で、ノブ１４を回転軸として回転させることができる。これは、ノブ
１４を回転中心として補助テーブル４を回転させたときに、補助テーブル４のサイドガー
ド６が補助テーブルガイド１２の側壁部に当たらなくなるように、側壁部の一部を取り除
いたからである。
【００３０】
　このようにすれば、ナース等は限られた作業環境において、補助テーブル４を引き出し
た後に回動可能であり、その結果、補助テーブル４の作業領域の場所をより自由に変えら
れるので、ナース等の作業性は向上する。
【００３１】
　以上説明したように、本実施例によれば、補助テーブル４を２方向に選択的に突出可能
なため、検査環境、内視鏡室レイアウト等に合わせて、選択的に作業領域を拡張すること
が出来る。よって、病院等の施設の室内レイアウト変更を必要とせず、かつ使用しない時
には補助テーブル４をトップテーブル２の下に収納することによって、内視鏡室のスペー
スを広げることが出来る。
【００３２】
　また、補助テーブル４を医療用ワゴン１に対し着脱可能とすることで、補助テーブル４
の洗浄を容易にすることができる。
【００３３】
　さらに、補助テーブル４をより大きく引き出すことができるため、より広い作業領域を
確保することができ、ナースの作業効率を向上することができる。
【００３４】
　さらにまた、補助テーブル４を引き出した状態で回転させるようにすることによって、
補助テーブル４を適切な向きで使用できるので、ナース等の作業効率を向上することがで
きる。
【００３５】
　また、補助テーブル４を引き出した状態で固定することによって、補助テーブル４が摺
動、もしくは回動してしまうことにより補助テーブル４に載っている物が落下することを
防ぐことが出来る。さらに、補助テーブル４を収納状態で固定できることで、ワゴン１移
動時に補助テーブル４がワゴン１より突出してしまうことを防ぐことが出来る。
【実施例２】
【００３６】
　本実施例に係わる医療用ワゴンは、必要なときに、所定の回転軸を回転中心として、補
助テーブルを回転させながら引き出して使用することができ、使わないときはワゴン内に
収納できる補助テーブルを備えたワゴンである。
【００３７】
　以下、そのワゴンの構成例を説明する。
【００３８】
　図５は、本実施例に係わるワゴン本体の外観斜視図である。図１と同じ構成要素につい
ては、同じ符号を付して説明は省略する。図５に示すように、本発明の第２の実施の形態
は、回転軸部４１の回転軸を中心に補助テーブル４２を回動可能に保持して、補助テーブ
ル４２をワゴンから突出可能とした点が前記実施例１と異なる。
【００３９】
　図６は、図５のＶＩ－ＶＩ’断面図である。補助テーブル４２に対し、回転軸部４１が
図示しない締結方法により固定されている。ワゴンフレーム４４に設けられた孔部４５に
は摺動部材４６が設けられている。摺動部材４６は、孔部４５に嵌合する円筒形状を有し
、かつその摺動部材４６内に回転軸部４１が挿入され保持されるようになっている。この
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摺動部材４６と回転軸部４１によって回動機構が構成される。摺動部材４６は、円筒形状
の一端側にフランジ部４６ａを有し、補助作業台としての補助テーブル４２の面と接触す
る。よって、摺動部材４６は、内側の面において回転軸部４１と、フランジ部４６ａの補
助テーブル４２側の面において補助テーブル４２とを滑りやすくしている。ワゴンフレー
ム４４の孔部４５の内側であって、摺動部材４６の内側にはピン４７が突設されており、
回転軸部４１の円周方向に水平な溝部４８に入るようになっている。
【００４０】
　図７は、回転軸部４１の斜視図である。図７に示すように、円筒形状の回転軸部４１の
表面には円周方向に水平な溝部４８と、円周方向と垂直な方向に溝部４９が設けられてい
る。溝部４９は、円筒形状の回転軸部４１の一端部から溝部４８まで形成されている。補
助テーブル４２をピン４７が回転軸部４１に設けられた垂直な溝部４９に合う位置まで回
転させてから、ピン４７が垂直な溝部４９を通るように、補助テーブル４２をワゴンフレ
ーム４４の上から押し下げることによって、補助テーブル４２をワゴン１に取り付けるこ
とが出来る。補助テーブル４２をワゴン１に取り付けた後、トップテーブル２が、ワゴン
１に取り付けられる。
【００４１】
　このように、補助テーブル４２は、図６に示すように摺動部材４６により、回動可能に
保持される。ワゴンフレーム４４の孔部４５の内側に突出するように設けられたピン４７
が回転軸部４１の水平な溝部４８に入り込むことによって、回転軸４１は摺動部材４６か
ら抜けることは無い。さらに、ピン４７は溝部４８内では当接するものがないので、補助
テーブル４２は、回転軸部４１の回転軸を回転中心として回転することができる。
【００４２】
　なお、補助テーブル４２をピン４７が回転軸４１に設けられた垂直な溝部４９に合う位
置まで回転させてから、ピン４７が垂直な溝部４９を通るように、補助テーブル４２をワ
ゴンフレーム４４から引き上げることによって、補助テーブル４２をワゴン１から外すこ
とが出来る。
【００４３】
　補助テーブル４２を引き出せる方向が第１の実施の形態では両対面方向であったのに対
し、第２の実施の形態では回転軸部４１の回転軸を回転中心として回動可能な方向に補助
テーブル４２を引き出せる点が実施例１と異なる。
【００４４】
　本実施例によれば、実施例１の効果に加えて、医療用ワゴンの両側面が使用できない場
合においても、作業領域を拡張できるというメリットがある。
【実施例３】
【００４５】
　本実施例に係わる医療用ワゴンは、医療用ワゴンにおいて、着脱可能な処置具保持部と
処置具先端を受けるための袋を簡単に保持できる袋保持手段とを有した処置具保持手段を
、内視鏡検査室のレイアウトに合わせて設置できる機能を備えた医療用ワゴンである。
【００４６】
　内視鏡検査室には、従来、検査介助者が使用するワゴンと、内視鏡処置具を仮置きする
ための処置具保持装置が設置されている。ワゴンと処置具保持装置とが別々に存在してい
たため、内視鏡検査室のスペース効率が損なわれていた。
【００４７】
　なお、処置具の先端が床面に触れることがないようにするための内視鏡用処置具保持装
置（特公平 5-6463号公報）や、処置具を容易かつ確実に無理なく保持することができる内
視鏡用処置具保持装置（特開平 11-290341号公報）が提案されているが、内視鏡検査室の
スペース効率を考慮したワゴンは提案されていない。
【００４８】
　以下、本実施例に係わるワゴンの構成例を説明する。
【００４９】
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　図８は、本実施例に係わる医療用ワゴン本体の外観斜視図である。図８に示すように、
本実施例に係わる医療用ワゴン５１は、作業台として使用されるトップテーブル５２と、
内視鏡検査中に使用される器具や薬品等を収納する複数の引き出し５３と、内視鏡処置具
の操作部の保持機構と挿入部を受けるビニール袋の保持機構を備えた処置具保持手段５４
とを含んで構成されている。
【００５０】
　ワゴン５１は、略直方体をしており、各引き出し５３は一方向に引き出すことが可能と
なっている。トップテーブル５２は、ワゴン５１の上面に設けられており、ナース等に作
業領域を提供する。引き出し５３と、トップテーブル５２の間には、スペース５１ａが設
けられている。さらに、ワゴン５１の底部には、ワゴン５１を容易に移動可能とするため
の複数のキャスタ５１ｃが取り付けられている。
【００５１】
　図９は、処置具保持手段５４の構成を説明するための分解組立図である。図９に示すよ
うに処置具保持手段５４は、ハンガーフレーム５５と、弾性を有するバネ部材である袋固
定針金５６と、棒状の袋固定パイプ５７と、パイプ固定軸５８と、処置具ハンガー支柱５
９と、処置具保持部６０とにより構成される。
【００５２】
　ハンガーフレーム５５は、医療用ワゴン５１の側面に設けられた取り付け部としての孔
６１に対して、ノブ６２をハンガーフレーム５５の孔５５ａを介して挿入することにより
着脱可能に固定される。なお、ワゴン５１に対するハンガーフレーム５５の固定方法は、
ノブ６２を孔に挿入するという方法ではなく、マグネットや弾性部材を用いた固定方法で
もよい。
【００５３】
　弾性体である袋固定針金５６は、全体にコの字の形状を有し、かつコの字の中央部は、
略直角に折れ曲がったフック部を有する。袋固定針金５６は、両端において、ハンガーフ
レーム５５の穴６３に挿入され保持されるようになっており、ハンガーフレーム５５に対
して着脱可能となっている。袋固定針金５６は、ワゴン５１の側面に平行にかつ、ワゴン
上方に延びるように設けられ、その結果、コの字の中央部は、ワゴン５１のトップテーブ
ル５２に対して押圧された状態で設けられる。
【００５４】
　袋固定パイプ５７は、円筒形状のパイプであり、図１０に示すように端部においてパイ
プ固定軸５８を挿通可能となるようにＬ字形状の孔６５を有する。ハンガーフレーム５５
には、２つの軸受け部６４が設けられている。各軸受け部６４は、袋固定パイプ５７の孔
６５にパイプ固定軸５８を通した状態で、パイプ固定軸５８を通すための穴６４ａを有す
る。袋固定パイプ５７は、ハンガーフレーム５５に設けられた軸受け部６４の孔６４ａと
袋固定パイプ５７のＬ字型の穴６５とにパイプ固定軸５８を通すことで保持される。パイ
プ固定軸５８は図示しないＥリングを付加することにより軸受け部６４に固定される。
【００５５】
　Ｌ字形状の処置具ハンガー支柱５９は、支柱５９の端部に設けられた孔５９ａを介して
、ノブ６６をハンガーフレーム５５の孔５５ｂに挿入することによって、ハンガーフレー
ム５５に対して着脱可能に固定される。ステンレス製の処置具保持部６０は、処置具ハン
ガー支柱５９に設けられたピン６７を、処置具保持部６０に設けられた穴６７ａに通すこ
とによって、処置具ハンガー支柱５９に保持されている。
【００５６】
　処置具保持部６０は、図９に示すように、断面形状が円筒形状の処置具ハンガー支柱５
９に合うように凹形状であり、さらに内視鏡処置部の操作部を掛けるフックのような形状
をしたフック部６０ａを複数有する。各フック部６０ａは、断面形状が J型の形状を有す
る接片である。なお、フック部６０ａは、溝であって内視鏡処置部の操作部を乗せられる
ような形状のものや、弾性部材により内視鏡処置部の操作部を把持するような機構のもの
でもよい。あるいはまた、処置具保持部６０に処置具先端部を保持する弾性部材を設ける
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ようにしてもよい。なお、処置具保持部６０の材質は、ステンレスに限らず、耐熱性、耐
薬性のある材料であれば良い。
【００５７】
　なお、本実施例では、処置具ハンガー支柱５９のピン６７に処置具保持部６０の孔６８
を通して保持されているが、処置具保持部６０に圧入された図示しないピンを、処置具ハ
ンガー支柱５９に設けた図示しない孔に通して保持してもよい。また、処置具保持部６０
を、マグネット、ノブ、弾性部材等によって処置具ハンガー支柱５９に保持するようにし
てもよい。
【００５８】
　図１０は、ハンガーフレーム５５と、袋固定パイプ５７と、パイプ固定軸５８とを組み
立てた状態での袋固定パイプ５７の駆動機構を説明するための図である。図１０の（ａ）
は、袋固定パイプ５７が垂直に保持された状態を示す図であり、図１０の（ｂ）は、袋固
定パイプ５７を水平にする途中状態を示す図であり、図１０の（ｃ）は、袋固定パイプ５
７が水平に保持された状態を示す図である。
【００５９】
　袋固定パイプ５７には図１０（ａ）に示すようにＬ字状の孔６５が開いており、図１０
（ａ）の状態から図１０（ｂ）の状態を経て、Ｌ字状の孔６５の一方の端部６９にパイプ
固定軸５８を掛け、軸受け部６４の端部６４ｂと袋固定パイプ５７とが当たるようにする
ことによって、袋固定パイプ５７が床面に水平に保持される。処置具保持手段５４を使用
しない時には、パイプ固定軸５８を孔６５の他端に掛けるようにして、袋固定パイプ５７
を図１０（ａ）に示すように垂直に保持するように折りたたむことで、処置具保持手段５
４の占有スペースを少なくすることが出来る。
【００６０】
　図１１は、袋固定パイプ５７が水平に保持され、かつ処置具先端受け袋６８が掛けられ
ている状態を示す斜視図である。袋固定パイプ５７と袋固定針金５６とが袋保持手段を構
成する。図１１に示すように、処置具先端受け袋６８を掛ける際、手前側が開口、すなわ
ち袋固定パイプ５７の間は何もない空間であるので、ナース等が処置具先端受け袋６８を
掛けやすくなっている。具体的には、処置具先端受け袋６８を袋の口を広げた状態で袋固
定パイプ５７の間に手前側から臨ませ、処置具先端受け袋６８の口を袋固定パイプ５７に
引っ掛けてから、袋固定針金５６側の処置具先端受け袋の口を袋固定針金５６に引っ掛け
ることによって、ナース等は処置具先端受け袋６８を袋固定パイプ５７に容易に固定する
ことができる。また、バネ部材である袋固定針金５６の弾性により処置具先端受け袋６８
を保持し固定しているので、単に掛けるだけよりもより確実な保持を可能にしている。な
お、処置具先端受け袋６８は、専用の袋でもよいが、通常の一般に市販されているビニー
ル袋でもよい。
【００６１】
　なお、処置具保持手段５４は、ハンガーフレーム５５の孔５５ａに対応する取り付け部
６１を医療用ワゴン５１に複数箇所に設けることにより、取り付け箇所を選択することが
できるようにしてもよく、そのようにすれば、内視鏡室レイアウトに合わせて処置具保持
手段５４の位置あるいは袋保持手段の位置を変更して設置することができる。
【００６２】
　また、処置具保持部６０を着脱可能とすることにより、処置具保持部６０の清掃性が向
上する。さらにまた、複数の処置具保持部６０を用意するようにしてもよく、そのように
すれば、症例間での処置具保持部６０の交換が容易となる。
【００６３】
　処置具保持部６０に耐熱性、耐薬性のある材料を使用することで、オートクレープや殺
菌液への浸漬が可能になる。
【００６４】
　以上のように、本実施例によれば、検査環境、内視鏡室レイアウトに合わせて、処置具
保持手段５４を設置することが出来るため、病院等の施設の室内レイアウト変更を必要と
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しない。さらに、処置具保持手段５４を使用しない時には袋固定パイプ５７を垂直に保持
する、もしくは処置具保持手段５４を外すことによって内視鏡室のスペースを広く使用す
ることが出来る。
【００６５】
　さらに、処置具保持部６０は、処置具ハンガー支柱５９に対して着脱可能であるので、
処置具保持部６０の洗浄・消毒を容易となることで、ナース等の作業効率を向上すること
ができる。
【００６６】
　また、簡便化された袋保持手段を有することで、ナースの作業効率を向上することがで
きる。
【実施例４】
【００６７】
　本実施例に係る医療用ワゴンは、内視鏡検査で使用する処置用装置が搭載されることを
想定した医療用ワゴンであって、処置用機器を搭載するスペースに引き出しを追加するこ
とができることを特徴とする医療用ワゴンである。
【００６８】
　以下、そのワゴンの構成例を説明する。
【００６９】
　図１２は、本実施例に係わる医療用ワゴン本体の外観斜視図である。図１２に示すよう
に、本実施例に係わる医療用ワゴン７１は、作業台として使用されるトップテーブル７２
と、内視鏡検査中に使用される器具や薬品等を収納する複数の引き出し７３とを含んで構
成されている。
【００７０】
　ワゴン７１は、略直方体をしており、各引き出し７３は一方向に引き出すことが可能と
なっている。トップテーブル７２は、ワゴン７１の上面に設けられており、ナース等に作
業領域を提供する。引き出し７３と、トップテーブル７２の間には、処置用装置を搭載す
るスペース７４を有する。さらに、ワゴン７１の底部には、ワゴン７１を容易に移動可能
とするための複数のキャスタ７１ｃが取り付けられている。
【００７１】
　追加引き出しユニット７５は、スライド可能に保持された引き出し７６を有し、医療用
ワゴン７１上の処置用装置を搭載するスペース７４内に入れて搭載することができる。ス
ペース７４内に搭載された追加引き出しユニット７５は、ノブ７７により固定される。ノ
ブ７７は、ワゴン７１の背面に設けられた孔７８を通して、ユニット７５の背面の所定位
置に螺合する。その結果、追加引き出しユニット７５は、ワゴン７１に固定される。
【００７２】
　よって、処置用装置を使用する場合は、スペース７４の想定された位置に処置用装置を
搭載することができ、処置用装置が必要ない場合は、追加引き出しユニット７５をスペー
ス７４に搭載することで、医療用ワゴン７１の引き出しの格納スペースを広げることが出
来る。
【００７３】
　以上説明したように、全ての内視鏡室において処置用装置が必要されるわけではないこ
とや、より多くの引き出しを必要とする場合等、多くのニーズに一つの医療用ワゴンで対
応できるため、それぞれのニーズに対応した製品を生産する必要が無く、コストダウンが
図ることができる。
【００７４】
　なお、本実施例に係る構成は、上述した実施例１から実施例３に係る構成に係るワゴン
におけるスペース１ａ及び５１ａに、追加引き出しユニット７５を設けるよにしてもよい
。
【００７５】
　以上説明したように、本実施例によれば、通常の検査時以上に広い作業領域を必要とす
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る作業をナースが行う場合であっても、ナースの作業性を大きく改善することができ、か
つ使用状況に応じて適宜、作業スペースのサイズを変えられる、効率的で作業性に優れた
ワゴンを実現することができる。
【実施例５】
【００７６】
　図１３ないし図１６は、本発明の実施例５に係り、図１３はワゴン本体の外観斜視図、
図１４は図１３のワゴン本体の分解斜視図、図１５は使用状態を示すワゴン本体の斜視図
、図１６は袋固定フックを示す斜視図である。
【００７７】
　本実施例に係わる医療用ワゴンは、医療用ワゴンにおいて、処置具保持部に掛け止めし
た処置具先端を受けるための袋を簡単に保持できる袋保持手段を有する医療用ワゴンであ
る。前記実施例３では、袋固定パイプ５７を折り畳み方式に構成しているが、本実施例は
この袋固定パイプをワゴンに対し突没自在に構成したものである。
【００７８】
　図１３に示すように、本実施例に係るワゴン８１は、作業台として使用されるトップテ
ーブル８２と、内視鏡検査中に使用される器具や薬品等を収納する複数の引き出し８３と
、ナース等の作業領域を拡張するための補助テーブル８４とを含んで構成されている。補
助作業台としての補助テーブル８４は、引き出す又は押し入れることができることは前述
の各実施例と同じである。
【００７９】
　ワゴン８１は、略直方体をしており、各引き出し８３は一方向に引き出すことが可能と
なっている。トップテーブル８２は、ワゴン８１の上面に設けられており、ナース等に作
業領域を提供する。引き出し８３とトップテーブル８２との間には、スペース８１ａが設
けられている。さらに、ワゴン８１の底部には、ワゴン８１を容易に移動可能とするため
の複数のキャスタ８１ｃが取り付けられている。
【００８０】
　図１４に示すように補助テーブル８４は、テーブルベース８５、サイドガード８６及び
取っ手８７により構成されている。補助テーブル８４は、ワゴン８１からみて複数方向に
（ここでは２方向にすなわちワゴンの両側に、具体的には、ワゴンに向かって前後又は左
右に）直線的に引き出し可能となっている。テーブルベース８５は長方形の板材であり、
そのテーブルベース８５の互いに平行な２つの側面にそれぞれサイドガード８６が、図示
しない締結方法により固定されて取り付けられている。そのテーブルベース８５の互いに
平行な２つの側面であって、サイドガード８６が取り付けられていない２つの側面にそれ
ぞれ取っ手８７が、図示しない締結方法により固定されている。
【００８１】
　テーブルベース８５底面には、補助テーブル８４を引き出す方向に沿って、断面形状が
Ｔ字型の溝８８が形成されている。その溝８８にはストッパー８９が、溝８８内において
移動可能で、かつ抜け出さないように内挿されている。
【００８２】
　ワゴンフレーム９０上面には、補助テーブル８４と接触し、補助テーブル８４がその上
で滑るように移動可能とするための摺動部材９１が図示しない固定方法により固定されて
いる。この摺動部材９１上で補助テーブル８４が滑ることによって、ワゴンフレーム９０
上において、ナース等のユーザは、補助テーブル８４の引き出し及び押し込みを容易にす
ることができる。
【００８３】
　また、補助テーブル８４の上には、補助テーブルガイド９２が被さっており、ネジ等の
締結部品９３によりワゴンフレーム９０上面に固定されている。補助テーブルガイド９２
は、断面形状が略コの字状の段部を有する板状材である。段部は、補助テーブル８４が収
まるサイズを有し、この補助テーブル８４が、補助テーブルガイド９２の段部内で、補助
テーブル８４を引き出す方向に沿って、移動可能となるように、補助テーブルガイド９２
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は、ワゴンフレーム９０上面に固定されている。さらに、トップテーブル８２が、ワゴン
フレーム９０に対し図示しない締結方法により固定されている。前記ワゴンフレーム９０
には、補助テーブル８４の溝８８に対向する位置に長孔である溝９５を設けている。ノブ
９４は、ワゴンフレーム９０上面の溝９５を通して、ストッパー８９に締結固定されてい
る。
【００８４】
　本実施例においては、前記補助テーブルガイド９２の補助テーブル８４が収まる段部の
両脇にパイプ収納溝９６、９６を形成し、このパイプ収納溝９６、９６に袋固定パイプ９
７、９７を収納するようになっている。したがって、図１３に示すように、前記袋固定パ
イプ９７は、補助テーブル８４と同じ方向に突没自在になっている。また、前記補助テー
ブルガイド９２の四隅に形成した孔には、クリック機構（プランジャー機構）９８が配設
されており、袋固定パイプ９７の左右端部脇に設けたクリック溝９９に係入して袋固定パ
イプを収納状態及び突出状態で固定できるようになっている。
【００８５】
　この実施例の構成において、図１５に示すように前記袋固定パイプ９７、９７は、ワゴ
ン８１のパイプ収納溝９６、９６から引き出してクリック機構にてその引き出し位置で固
定される。一方、図１６に示す袋固定フック１０１は、例えば図１５に示すように２個設
けられて、予めワゴン８１のトップテーブル８２の突条縁部に、その引っ掛け部１００を
引っ掛けて着脱自在に取り付けられる。そして、前記袋固定フック１０１の袋引っ掛け部
１０２及び前記袋固定パイプ９７、９７に処置具先端受け用袋１０３を開口状態で引っ掛
けて保持し、この処置具先端受け用袋１０３によって、ワゴン８１に取り付けた処置具保
持ハンガー１０４のフックに吊り下げた図示しない各種処置具の先端側を収納し保持する
ようになっている。　
　本発明は、上述した実施例に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない範囲に
おいて、種々の変更、改変等が可能である。
【００８６】
　なお、以上説明した実施例に係る構成から、次の付記に示す構成に特徴がある。
【００８７】
［付記項］
１．上面に作業台を有する移動可能な作業台付架台において、補助作業台を該作業台付架
台内に収納可能に配置し、該補助作業台に複数方向に突出可能とする機構を設けたことを
特徴とする作業台付架台。
【００８８】
２．上記補助作業台を複数方向に直線的に引き出し可能とする機構を設けたことを特徴と
する付記項１記載の作業台付架台。
【００８９】
３．上記補助作業台を着脱可能としたことを特徴とする付記項２記載の作業台付架台。
【００９０】
４．上記補助作業台のストッパーが移動可能としたことを特徴とする付記項２記載の作業
台付架台。
【００９１】
５．上記補助作業台に複数方向に直線的に引き出し可能、且つ引き出した後に回動可能と
する機構を設けたことを特徴とする付記項４記載の作業台付架台。
【００９２】
６．上記補助作業台が回動することで上記作業台付架台より突出可能な機構を設けたこと
を特徴とする付記項１記載の作業台付架台。
【００９３】
７．上記補助作業台の回動機構を軸と摺動部材により回動機構を実現したことを特徴とす
る付記項６記載の作業台付架台。
【００９４】
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８．上記補助作業台を上記作業台付架台に対して着脱可能としたことを特徴とする付記項
６記載の作業台付架台。
【００９５】
９．上面に作業台を有する移動可能な作業台付架台において、処置具を保持する手段と該
作業台付架台に対する着脱機構を有した処置具保持手段を、該作業台付架台に対して複数
位置に着脱可能としたことを特徴とする医療用作業台付架台。
【００９６】
１０．上記処置具保持手段に備えられた処置具を保持する手段を有した処置具保持部を、
上記処置具保持手段に対し、着脱可能に設置したことを特徴とする付記項９記載の医療用
作業台付架台。
【００９７】
１１．上記処置具保持手段に対し、着脱可能に設置された上記処置具保持部の着脱機構を
ピンと穴により実現したことを特徴とする付記項１０記載の医療用作業台付架台。
【００９８】
１２．上記処置具保持手段に対し、着脱可能に設置された上記処置具保持部に耐熱性のあ
る材料を使用することにより、オートクレーブ可能としたことを特徴とする付記項１０記
載の医療用作業台付架台。
【００９９】
１３．上記処置具保持手段に対し、着脱可能に設置された上記処置具保持部に耐薬性のあ
る材料を使用することにより、殺菌液への浸漬可能としたことを特徴とする付記項１０記
載の医療用作業台付架台。
【０１００】
１４．上面に作業台を有する移動可能な作業台付架台において、袋保持手段を該作業台付
架台に対して複数位置に着脱可能としたことを特徴とする医療用作業台付架台。
【０１０１】
１５．上記袋保持手段において、弾性体と棒状の袋保持部材により袋を保持する機構を実
現したことを特徴とする付記項１４記載の医療用作業台付架台。
【０１０２】
１６．上記袋保持部材を折りたたみ可能に保持する機構を設けたことを特徴とする付記項
１５記載の医療用作業台付架台。
【０１０３】
１７．袋保持部材としての袋固定パイプをワゴンに収納可能に設け、使用時には収納状態
の袋固定パイプを引き出し、不使用時にはワゴンに収納しすることを特徴とする医療用作
業台付架台。
【０１０４】
　付記項１７に記載の医療用作業台付架台では、ワゴンのスペース効率を向上でき、また
袋保持部材をワゴン内に収納することで、ワゴンに不必要な突起物を無くし、デザイン性
を向上できる。　
１８．上面に作業台を有する移動可能な作業台付架台において、補助作業台を該作業台付
架台内に収納可能に配置し、該補助作業台に複数方向に突出可能とする機構を設けると共
に、前記架台の補助作業台を収納部を利用して袋保持部材を収納し、かつ架台から突出可
能に構成したことを特徴とする作業台付架台。
【０１０５】
　付記項１８に記載の医療用作業台付架台では、架台に対し収納、突出可能な補助作業台
と、同じく収納、突出可能な袋保持部材とを同じ部材、部品を用いて実現でき、部品の共
通化を図ることができ、コストを低減することができる。
【産業上の利用可能性】
【０１０６】
　本発明は、使用状況に応じて適宜作業スペースのサイズを変えることができて、効率的
で作業性に優れた作業台付架台を提供でき、この作業台付架台は内視鏡検査に広く使用す
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ることができる。
【図面の簡単な説明】
【０１０７】
【図１】本発明の実施例１に係わるワゴン本体の外観斜視図である。
【図２】本発明の実施例１に係わる補助テーブル周辺の構成を説明するための分解組立図
である。
【図３】図１のＩＩＩ－ＩＩＩ’における断面図である。
【図４】補助テーブルを引き出した状態で回転させることができるようにしたことを説明
するための平面図である。
【図５】本発明の実施例２に係わるワゴン本体の外観斜視図である。
【図６】図５のＶＩ－ＶＩ’断面図である。
【図７】本発明の実施例２に係わる回転軸部の斜視図である。
【図８】本発明の実施例３に係わる医療用ワゴン本体の外観斜視図である。
【図９】本発明の実施例３に係わる処置具保持手段の構成を説明するための分解組立図で
ある。
【図１０】本発明の実施例３に係わる袋固定パイプの駆動機構を説明するための図である
。
【図１１】本発明の実施例３に係わる、袋固定パイプが水平に保持され処置具先端受け袋
が掛けられている状態を示す斜視図である。
【図１２】本発明の実施例４に係わる医療用ワゴン本体の外観斜視図である。
【図１３】図１３ないし図１６は、本発明の実施例５に係り、図１３はワゴン本体の外観
斜視図である。
【図１４】本発明の実施例５のワゴン本体の分解斜視図である。
【図１５】本実施例の使用状態を示すワゴン本体の斜視図である。
【図１６】本実施例の使用時に用いられる袋固定フックを示す斜視図である。
【符号の説明】
【０１０８】
１、５１、７１・・・ワゴン、２、５２、７２・・・トップテーブル、３、５３、７３、
７６・・・引き出し、４、４２・・・補助テーブル、１ａ、５１ａ、７４・・・スペース
、５・・・テーブルベース、６・・・サイドガード、７・・・取っ手、８、４８、４９・
・・溝、９・・・ストッパー、１０、４４・・・ワゴンフレーム、１１、４６・・・摺動
部材、１２・・・補助テーブルガイド、１３・・・締結部材、１４・・・ノブ、１５、４
５・・・孔、４１・・・回転軸部、４７・・・ピン
５４・・・処置具保持手段、ハンガーフレーム５５、処置具ハンガー支柱５９、６０・・
・処置具保持具、６０ａ・・・フック部、６７・・・ピン、６７ａ・・・穴
代理人　　弁理士　　伊　藤　　進
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

(17) JP 3899105 B2 2007.3.28



フロントページの続き

(72)発明者  鳥山　誠記
            東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目４３番２号　オリンパス株式会社内

    審査官  神山　茂樹

(56)参考文献  特開平１１－１１３８３５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１－１９２３５７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平５－９５８８８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－２５３４７７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－３０１００８（ＪＰ，Ａ）　　　
              実開昭５９－１７４８０９（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特表平１１－５０１８３８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特公平０５－００６４６３（ＪＰ，Ｂ２）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｂ　１９／０２　　　　　　
              Ａ６１Ｂ　　１／００　　　　　　
              Ａ６１Ｇ　１２／００　　　　　　

(18) JP 3899105 B2 2007.3.28



专利名称(译) 处置具保持具

公开(公告)号 JP3899105B2 公开(公告)日 2007-03-28

申请号 JP2005004580 申请日 2005-01-11

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯株式会社

申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

当前申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

[标]发明人 佐藤稔
高見澤一史
小野田文幸
鳥山誠記

发明人 佐藤 稔
高見澤 一史
小野田 文幸
鳥山 誠記

IPC分类号 A61B19/02 A61B1/00 A61G12/00

FI分类号 A61B19/02.504 A61B1/00.300.B A61G12/00.C A61B1/00.650 A61B1/00.653 A61B50/13 A61B50/15 
A61B50/20

F-TERM分类号 4C061/GG13 4C061/GG15 4C161/GG13 4C161/GG15 4C341/LL07

代理人(译) 伊藤 进

优先权 2003041609 2003-02-19 JP

其他公开文献 JP2005161079A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种治疗工具保持工具，其能够通过附接和拆卸整
个治疗工具保持工具来清洁和消毒治疗工具保持器，以及用于安装治疗
工具保持工具的悬挂支柱。 治疗工具保持部分60具有凹形形状以便与具
有圆柱形横截面形状的治疗工具悬挂器支撑59配合，并且还包括具有钩
形的钩部分60a，用于钩住内窥镜治疗部分的操作部分多是。每个钩部
60a是具有J形横截面形状的接触件。处理器具保持部60的材料不限于不
锈钢，可以使用具有耐热性和耐化学性的任何材料。通过将治疗工具保
持部分60的孔68保持穿过衣架支撑件59的销67，治疗仪器保持部分60可
拆卸地安装在衣架支撑件59上。 9系统技术领域

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/9d5f7ff1-6861-432b-b115-0c8a051b5564
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/034740989/publication/JP3899105B2?q=JP3899105B2

